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　The 　purpose　of 　this　study 　was 　to　examine 　the　value 　of 　maximal 　oxygen 　intake　per　kilogram
body 　weight （VO2max ／wt ）recor 怨 mended 　for　women 　between　20　and 　29　years　of 　age 　by　the

Ministry　of　Public　Welfare．　 The　sublects 　were 　199　female　college 　students ，　who 　were 　not 　in
the　habit　of　drinking　and 　smoking ，　 Results　obtalned 　were 　as 　follows；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　After　contro 正Iing　the　effects 　of 　age 　and 　percent　body　fat（％fat），　VO2rnax／wt 　showed 　a

significant 　correlations 　with ％fat，　high・dens｛ty　lipoprotein　choresterQ 重 and 　systolic 　blood　　　　　　　　　　　　　　　　コ
pressure．　 The 　va 工ues 　of 　VO2max ／wt 　corresponding 　to　borderline　values 　of　these　CHD 　risk
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
factors　ranged 　from　27，6　to　29．5ml／kg ・

mln ．　 The 　highest　value 　of　VO2max ／wt 　was 　very 　close

to　the　value 　recommended 　for　wornen 　older 　than　60　years　Qf　age 　by　the　Ministry　of　Public
Welfare ，

　The　subjects 　were 　then　divided　into　4　groups ；at　above 　and 　below　the　value 　of 　VO3max ／wt

（35m1／kg ・min ）recommended 　for　women 　between　20　and 　29　years　of　age ，　and 　at　above 　and　　　　　　　　　　　　の
below 　the 　value 　of 　VO2max ／wt （31ml／kg ・min ）recommended 　foτ wolnen 　older 　than 　60　years

of　age 　by　the　Ministry　of 　Public　Welfare ．　 There　were ．
no 　significant 　differences　among 　4

groups 　ln　occurrence 　of 　abnormal 　values 　in　CHD 　risk 　factors．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　The 　results 　of 　this　study 　support 　the　validity 　of 　the 　value 　 of 　VO2max ／wt （31ml／kg ・min ）

recommended 　for　women 　 older 　than　60years　 of 　 age 　by　the　Ministry　 of 　Publlc　Welfare，
However ，　it　seems 　that　it　is　not 　neccesary 　to　recommend 　the　value 　of 　VO2max ／wt （35ml／kg ・

m ｛n）for　women 　between 　20　and 　29　years　of　age ，　who 　were 　not 　in　the　habit　of　drinking　and

smoking ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Ann．　PhySio1．　Anthrop．13（1）： 9−15，1994）
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10 厚生省に よ る 「健 康づ く りの た め の 運動所 要 量 」に お け る 女性 の 最大 酸 素 摂 取 量 維 持 目標値 の 妥当性

　厚生省は ， 「健康 づ くりの た め の 運動所要量」を1989

年 7 月に 発表 した （進藤 ，1990）．その 内容は ， 健康に

関連す る体 力要素の うち ， 全身持久力 を
一定水 準に 維

持す る 必 要 が あ る と い う考え方に 基 づ き，まず性，年

齢別 に全身持欠陸の 指標 とな る単位体重当た り最穴酸

素摂取量 （VO2max ／wt ）維持目標値 を設定 し，その た

め に 必要な有酸素運動 の 強度，頻 度，時間等を各人 の

日 常生 活活動強 度に対応させ て策定 した もの で ある

（万木，1990）．進藤 （1990）は
，
VO2max ／wt 維持 目

標値 を設定する に あた り，冠動脈性心疾 患 （CHD ）危

険因子 と推定 VO2max ／wt との 相関関係 を調べ
， 有意

な相関関係が 認 め られ た 項 目に つ い て ，そ れ ぞ れ の 回

帰式 か ら，CHD 危険因子 の 異常値 （境界値 ）に相当す

る VO2max ／wt の 対境界値 を算出し， こ れ らの うち 最

も大 きい 対 境 界 値 を運 動 欠 乏症 予 防に 必 要 な VO2

max ／wt と定義 した．そ して ，

一
連 の 研究成績か ら，

男女 そ れ ぞ れ37と31ml／kg ・min が VO2max ／wt 維持

目標 値 の 60歳 代 の 値 と して 採 用 され た．ま た，VO2

max ／wt が加齢 とともに 20歳代か ら60歳代に か け て 10

歳毎に 1　一　2　ml ／kg・min ずつ 低下す る こ と か ら，10歳

若 くなる ご と に 1ml ／kg ・min ず つ 加 えた と述 べ て い

る．従 っ て，厚生省に よる VO2max ／wt 維持 目標値 は ，

各年代毎に 示 さ れ て い る もの の ，各年代毎 に 分析検討

した もの で は な い の で あ る．また，進藤 （1990）は ，

年齢 の 違 い や喫煙習慣の 有無 な ど に つ い て も分析検 討

する 必 要 が あ る と述 べ て い る。そ こ で 本研究 は，こ れ

らの 点 を考慮 し，飲 酒，喫煙習慣 を有 さな い 女子学生

を対象と して ， 女性 の 20歳代の VO2max ／wt 維持 目標

値 に つ い て 検討 す る こ と を目的 と した．

　 　　　　　　　　　 方　法

　対象は，飲酒及び喫煙 習慣を有さ な い 17〜22歳 の 女

子学生199名で ， 水泳や ジ ョ ギ ン グな どの 有酸素運動

や ，
サ ッ カーな どの 競 技 ス ポー

ツ を週 3 日以上行 っ て

い る者 60名 （30，2％）， 週 1 − 2 日 行 っ て い る者16名

（8．0％）， 運動習慣 を有さ な い か ，あ る い は 有 して も

不定期で ある者123名 （61．8％）で構成さ れ て い る．

　運動負荷 テス トは ， 空調 に よっ て 約 25℃に保 た れ た

体力測 定室に お い て 行 っ た．最大酸 素摂取 量 （VO2

max ）は フ ク ダ電子社 製 ML −1400system（コ ン ビ社製

自転車 エ ル ゴ メー
タ
ー使用 ）を用 い て Astrand　and

Ryhming （1954＞の ノ モ グラ ム か ら推定 し，さらに 補

正 式 （進藤 ら ， 1987）を用 い て 修 正 した． こ の 方法 に

つ い て の 詳細は 既 に 報告 した （今村 ら，1989）．

　％ fatは ， 栄研式皮脂厚計 を用 い て 右 上腕背部 と右

肩 甲骨下部 の 皮下脂肪厚を測定 し，
こ れ らの 合計値か

ら Nagamine 　and 　Suzuki（1964）の 式 に よ り身体 密度

を求 め ，さ らに こ の 値 を Bro2ek　et　al （1963）の 式に

代入 して 求め た ．

　CHD 危険因子 の 測定項 目は，％fat，総 コ レ ス テ m 一

ル （TC ＞，高比重 リボ蛋 白 コ レ ス テ v 一
ル （HDL −C），

TCfHDL −C 比 （TC ／HDL −C）， 中性脂肪 （TG ），β
一V

ポ 蛋 白 （β
一L），血糖 （FBS ），尿酸 （UA ）， 収縮期血

圧 （SBP ），及 び拡張期血圧 （DBP ） で あ る．採 血 は ，

早朝空腹 時 （10時間以上の 絶食状態で 午前 8時 か ら 9

時の 間）に 肘静脈 か ら約 2  ml 採 取 した．分 析は ， 福岡

医学研究所に依頼 し， TC ，
　 TG

，
　 UA 及 び FBS は 酵 素

法 で，HDL −C は ヘ バ リン
・
マ ン ガ ン 沈澱法 で，β

一L は

比濁法で行 っ た．血圧 は ， 水銀血圧計を用 い て椅座位

に て 5分 以上 の 安 静後 測定 し た．

　出現率 の 差 の 検定は x2 テ ス トを用 い た．各項 目の 値

は平均値 ±標準偏差 で 示 した．

　　　　　　　　　　 結　果

　表 1 は，被険者の 特徴 を示 した もの で あ る．表 2 は，

被険 者 の VO2max ／wt を 4群 に 区分 した もの で あ る，

VO2max ／wt は19．7〜5e．3mYkg ・min に 分 布 してお

D ， 乎均 32．7± 5．6ml／kg・min で あ っ た．表 3は ， 被

険者 の ％fatを 3群 に 区分 した もの で ある．％fatは ，

8．2〜39．6％に 分布 してお り，平均 21．9±5．2％ で あ っ

た ．ま た，女 性 の 場合 ， ％ fatが 30％以上 を肥満 とす る

と （今
・
村 ら，1992＞被験者の うち13名 （6．5％）が 肥満

で あっ た．

　表 4 は ，
VO2max ／wt と 医学的検査値 と の 相関係数

お よ び 回帰分 析の 結 果 を示 した もの で あ る．VO2

max ／wt は 単相 関 で み る と％fat，　HDL −C，　SBP，　TC／

HDL −C ， β
一L と有意な相関関係を示 した ，次 に こ れ ら

の 関係を年齢 と％fatの 影響 を
一定に した 偏相関 を用

い て み た とこ ろ （但 し，VO2max ／wt と％ fatに つ い て

は年齢の 影響 の み を
一

定 に した）， VO2max ／wt は，％

fat（p ＜O．Oel＞，　 HDL −C （p く 0．001），　 SBP （p く 0．05）

と の 間 に 有 意な相関関係を示 した．そ こ で，こ れ らの
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Tab置e　l　Characteristics　of 　subjects

Parameters mean （SD ）　 Occurrence　ef　abnor：na ］values

　　 Age （yrs＞

　　 Height（cm ）

　　 We1ght （cm ）

　　 呶）2max ／wt （ml ／kg ・min ）

　　 ％fat（％）

　　 TC （mg ／dl＞

　　 HD レ C （mg ／d1）

　　 TC ／HD レ C

　　 TG （mg ／dl）

　　β
一L（rng ／dl）

，　　 UA （mg ／dl）

　　 FBS （mg ／dl）

　　 SBP （mmHg ）

　　 DBP （mrnHg ）

19．9（　1．1）

158．9（　4．8＞
53，0（　6．3＞

32．7（5．6＞
21．9（　5．2）
163．2（27．4＞
63．1（12，9＞

　2．7（　0，6＞
66．4（27．9＞
289．3（67，8＞

　4．1（　0．8）

83．9（6．9＞

104．9（10．O＞

58，3（　7．2）

13（6，5）

7（3．5）
2（1，0）

021

（10．6＞
1（0，5）
2（1．0＞

1（0．5＞

00

Abbreviations ： ％fat＝ percent　body　fat；破）2max ／wt ＝maxmai

oxygen 　intake　per　kilogram 　body 　 weight ； TC ＝tota 工 choles ・

tero1；HDL ℃ ＝high−density旺pQprotein　cholesterol ；TC ／HD レ

C＝＝ ratio　of　TC 　to　 HDL −C ； TG ＝＝ trigrycerides； B −L ＝
β
一
王ipQ．

protein； UA ＝uric　 acid ； FBS ＝fasting　 blood　 sugar ； SBP ；

systolic　blood　pressure ；DBP 扁 diasto星ic　b正ood 　pressure、

Table 　2　D｛storibution 　 of 　the　 sub ・

　　　　 ject　as　divided　into　4
　　　　 groups　according 　to敬）2

　　　　 max ／w 仁．

Table　3　 Distoribution　Qf 　the　sub ・

　　　　 jects　as　divided　into　3
　 　 　 　 groups 　according 　to　％

　 　 　 　 fat．

VO2max ／wt 　　　　Subjects
（mi ／kg・min ）　　 number （％）

％fat
（％）

Subjects
nurnber （％）

19．7〜24，9
25．O〜34．9

35．0〜44．9

45．0〜50．3

10（5．0）
134（67．4）

47（23．6）

　8（4．0）

8．2〜19．9

20，0〜29．9
30．0〜39．6

73（36．7）

113（56．8）
13（6．5）

Abbreviations　 as 　in　Table　 L
Abbreviations　as 　in　Table　 1．

　　　 サ
項 目と VO2max ／wt との 回帰式 に ， それぞれの 正常値

の 上限あ る い は 下限 （境 界値）を代入 し，対境 界値 に

相 当する VO2max ／wt の値を求めた と こ ろ， それ らの

値 は 27．6〜29．5ml／kg・min に 分布 して い た，次に，被

検 者 を VO2max ／wt が 31ml／kg ・min 以 上 の 117名

（58．5％）と未満 の 82名 （41．2％）の 2群 に分 け て

CHD 危 険因子 の 異常値 の 出現率 を比較 した と こ ろ ，

両群に有意な差 は 認 め られ なか っ た．同様に，被検者

を VO2max ／wt が 35ml／kg・min 以上 の 55名 （27．6％）

と未満 の 144名 （72．4％）の 2 群 に 分 け て も，CHD 危

険 因子 の 異常値 の 出現率 に は 有意 な差 は 認 め ら れ な

か っ た．更に，以上 の 4群 を比較 しても， CHD 危険因

子 の 異常値 の 出現率に は 有意な差は 認 め られ な か っ

た。また， 2 つ 以上 の 異常値を持っ 者の 数が 多くな る

こ ともなか っ た （表 5）．

　　　　　　　　　　　考　察
　　　　　　　　　　　コ
　本 研 究 に お け る VO2max は ，

　Astrand　 and

Ryhming （1954）の ノ モ グ ラ ム を用 い て 間接 法 に よ っ

て 推定 し， さらに補正 式 （進藤 ら， 1987） を用 い て修

正 し た もの で あ る．そ の 信頼性 に つ い て 村上 ら （1988

a）は，Astrand　and 　Ryhming （1954）の ノ モ グラム を
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Tabie　4Relationship　between　VO2max／wt （y3）and 　CHD 　risk 　factors

ParametersCorrelation
　Coeffi（：ient

SimplePartiali ｝

Regression

equation

　Boder
　 　　　　 y3
value 〔X

：

）

％fatHDL
−CSBPTCTC

／HDL −C

TG

β
一LUAFBSDBP

一
〇．556．承

　 0，341榊

一
〇．159拳

一〇．020
− 0．266 噌 掌

一
〇，024

− 0．161＊

− O．073
− 0．D54
− D．070

一〇．548幽 噌2）

　0．235轄

一〇．150奉

y ＝
− O．59x十 45．65　　　 29．9　　　28．O

y ＝ 　　0．15x十 23，46　　　　40．0　　　　29．5

y ＝＝
− 0．09x十 41，94　　 159．D　　　27．6

DEffects 　of 　 age 　and ％fat　are 　rernoved ，
2）Only　effect 　 of 　age 　is　remQved ．

Abbreviations　as 　in　Table　I，串

p 〈 0．05，業＊

p ＜ 0．001

Tab 置e　5　Comparison 　of　the　nurnber （％）of 　abnormal 　values 　in　CHD
　　　　risk 　factors　among 　4　groups 　dlvided　according 　to 破）：rnax ／

　 　 　 　 wt ．

Gro叩 s
number 　of　abnolnal 　values 〔％）

　 0　　 　 　　 1　　 　 　　 2

　 　 　 　 　 　 　 Above 　31

煎〕1wax ／wt 。　　 Below 　31

（ml ／kg ・rnin ）　　Above 　35

　 　 　 　 　 　 　 Below 　35

95（81．2）　　　18（15．4）

62（75，6）　　　19（23．2）

43（78．2）　　　11（20．0）

114（79，2）　　　 26（18．0）

4（3．4＞
1（1．2＞

1（L8 ）

4（2．8）

There　were 　nQ 　significant 　differences　among 　all　groups　by　xb　test．

用 い て 推 定 し た VO2max は ， 実 測 値 と 比 較 し て

10〜15％の 誤差を生 じるが ， 同補正 式 を用 い る とその

誤差 を 4％程 度 まで 小 さ くする こ とが で きた と述べ て

い る．従 っ て ， 本研究 に お い て 推定した VO2max は ，

1 〜 2m1 ／kg ・min 程 度の 誤差 を生 じるもの と思 わ れ

る．

　次 に有酸素 性能 力 と血 中脂質 の 関係に つ い て み る

と ， 血 中脂質や 血圧 な ど の CHD 危険因子は有酸素性

能力 （Cooper　et　al．，1976；Gibbons　et　al．，1983 ；今村

ら，1989；村上 ら，1988a，1988b）の影響を受け る だ

け で な く， 年齢 （Cooper　et　al．， 1976；Gibbons　et　aL ，

1983 ；今村 ら，1990b；Montoye 　et　al．，1978 ；Shane，

1966），％fat（Cooper　et　al，，1976；今村 ら， 1989，1990

a ；村上 ら，
1988a ，1988b），飲酒 （Caste111　et　aL ，1977；

長 多ら， 1989；宇津 ら，1988），喫煙（長 多ら，1989；

宇津ら，1988＞の 影響な ど も受け る．例 えば，有 酸素

性能力 の 高 い マ ラ ソ ン ラ ン ナ ー （Adner　and 　Castelli，

1980；Hartung　et　a1．， 1980；Wood 　et 　al．，1976，1977）

や，ク ロ ス カ ン ト リー
ス キーヤ

ー （Enger　et　al．，1977）

な どの HDL −C は一般人 に 比較 して 有意 に 高 い ．また

HDL ℃ は 飲酒 と有 意な正 の 相 関を示 し， 逆 に 喫煙 と

有意 な 負 の 相 関 を示 す （長 多ら，1989）．また飲酒 習 慣

を有す る者の 血 圧 は，有さ な い 者 の それ に 比較 して 有

意に 高い （小畑 ら，
1991）．そ こ で 本研 究 で は，飲 酒 と

喫煙 の 影響 を消去す る た め に こ れ ら の 習慣を有さ な い

女 子学生 を対象 と して ， 年齢 と％fatの 影響を偏相 関

を用 い て 消 去 し た と こ ろ ，
VO2max ／wt は ，％fat，

HDL −C ，
　 SBP と有意な相 関関係を示 した．そ こ で，こ

れ らの 項 目と VO2max ／wt の 回帰式 に そ れ ぞ れ の 正

常値 の 下 限ある い は 上 限を代 入 して 対境界値に 相 当す

る VO2max ／wt を 求 め た と こ ろ， そ れ ら の 値 は

27．6〜29．5m1／kg ・min に 分布 して い た．分布 の 最 大値
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で あ る29．5ml／kg ・
min を四捨五 入す る と30ml／kg ・

min と な る．進藤 （1990）は VO2rnax／wt 維持 目標値

を設定す る た め に
一

連 の 研 究 を行 い ，女 性 の 場合，被

検者 が226名 （進藤 ら，1983＞で あ っ た ときに は28ml／

kg ・min
， 次 に被検者を207名 （村上 ら ， 1988b）に し

た と きに は 29ml／kg・min ，更に被検者が 2167名 （進 藤

ら， 1989）に 増加 した ときに は 31ml／kg・min とな り，

こ の 値が 運動所要 量策定委貝会に よ っ て VOamax ／wt

維持 目標値設定 の 際 に 60歳代 の 目標値 として 採用 され

た と述べ て い る．前述 した よ うに ， 本研究に お い て 推

定 した VO2max は， 1　
一

　2　ml ／kg・
　min 程 度の 誤差 を

生 じるもの と思われ る．とすれば本研究 で得られ た対

境 界値 30ml／kg・min は ， 厚生省 が 60歳代の 値 と して 採

用 し て い る 31m1／kg ・min と誤 差範囲内 で あ る と考 え

られ，厚生省 が 示 した 60歳代 の 値 を支持するもの と考

え られる．ま た ， 本山 ら （1991＞や松 原 ら （1991）も

中高年女性 を対象と して 同様 な結果 を得 て い る．

　し か し，VO2max ／wt 維 持 目標 値 は VO2rnax ／wt

が
， 加齢 と と もに 20歳 か ら60歳代に か け て 10歳毎に 1

〜 2ml ／kg・min ずっ 低下する こ と か ら，10歳若 くな る

ご とに 1ml／kg・
min ずつ 加 え，60，50，40，30， 20歳

代 の VO2max ／wt 維持 目標値 をそれぞれ31， 32， 33，

34，35ml／kg・min と設定 して い る．　 VO2max ／wt 維持

目標値設定 の 際に 60歳代 の 値 として採用 され た研 究

（進 藤ら，1989）は，中高年者 を中心 とした 被検者 を

対象 として い る．しか し， 本研 究 で は 19．9± 1．1歳 の 女

子学生 を対象 と して も31ml／kg ・min に 近 い 値が得 ら

れ た ．こ の こ とか ら，VO2max ／wt 維持 目標値は 「10歳

若 くな るご とに 1ml／kg ・min ず つ 加 え る 必要 が あ る

の か 」と い う疑 問 が 生 じ る．

　進 藤 （1990）は，VO2max ／wt 維持 目標値で あ る31

ml ／kg ・min の 妥当性 を，
こ の 値 よ りも下 が っ た ら，

CHD 危険 因子 の 異常値 を示す者 が それ以上 の 者よ り

多 くな る こ とや ， 2 つ 以上 の 異常値 を示す者 の 数 が 多

く な る こ と ， 及 び，心電図 異常 の 出現率 が 有意 に 高 く

な る こ と な ど で確か め て い る．本研 究 に お い て は ， 心

電 図 異常 の 出 現 率 に つ い て は 確 か め て い な い ．しか し

CHD 危険因子 の 異常値 の 出現率 に つ い て ， まず31ml／

kg　・　min を基準に して ， 以上群 と未満群に 分け て 比較

した と こ ろ ， 両群に 有意な差 は 認 め ら れ な か っ た．次

い で 厚生省が 示 し て い る20歳代 の 維 持 目標 値35ml／

kg ・min を基準 として 以上群 と未満群 に 分 け て 比較 し

て も両群 に 有意 な差 は 認 め られ なか っ た．さ らに ，31

ml ／kg・min 以上 と未満 および35ml／kg ・min 以上 と未

満 の 4 群 に つ い て CHD 危険因子 の 異常値 の 出現率 を

比較 して み た と こ ろ， 4群間に 有意な差は 認 め られ な

か っ た．また， 2 つ 以上 の 異常値 を示す者 の 数 が 多く

な る こ と もな か っ た．以上 の よ うに ， CHD 危険 因 子 の

異常値の 出現率か ら み る限 り で は ，飲酒
・
喫煙習慣 を

有さな い 20歳前後 の 女性 に対 しては ， VO2max ／wt 維

持 目標値 は 31ml／kg・min が 妥当 で あ り，あえて 35m1／

kg ・min に設定する必要が な い こ とが 示唆された．し

か し，こ の 結果は飲酒
・
喫煙習慣 を有 さず ， しか も肥

満者 が 13名 と少 ない 20歳前後 の 女性 を対象 と した結果

で ある こ と を再度付記 して お き た い ．女性 の ％fatは

加齢 と と もに 増加 す る が （今村 ら ，
1991）， 加齢及 び ％

fat，飲酒量 ， 喫煙量 の 増加 と と もに CHD 危険因子 が

悪化する （今村ら ， 1992， 1990b ；Castelli　et　al．
，
1977 ：

長多ら，1989 ；宇津 ら，1988 ；進藤ら，1989＞ こ と な

どを考慮す る と， 本研 究 の 被検者に 飲酒，喫煙習慣を

有す る者や ， 肥満者を多 く含 め ると，結果 が 大 き く変

わ っ て くる可能性 が 残 され て い る か らで あ る．厚生省

に よる VO2max ／wt 維持 目標値が ， 飲 酒 ， 喫煙習慣を

有す る者 や 肥 満 な ど の
， あ ら ゆ る 生活習慣や 身体的特

徴 を有する者を対象として作成された もの であ るこ と

を考慮す ると，それは ， 今後 ， 飲酒 ・喫煙習慣 を有す

る者 を含 め た 場合 や，肥 満者を多く會 め た場合 な ど に

つ い て 多角的側面 か ら の 検討を加 えた うえ で結論 をだ

さ ね ば な らない と思 わ れ る．

　　　　　　　　　　 要　約

　飲酒
・
喫 煙 習慣 を有 さ な い 女子学生 199名 を対象 とし

て ， 女性 の 20歳代 の VO2max ／wt 維持 目標値 に っ い て

検討 し た結果， 以下 の ような知見を得た．

　 工）偏相関 を用 い て 年齢 と％fatの 影響 を
一定に し

て VO2max ／wt と有意 な相 関関 係 を示 した CHD 危

険因子 に っ い て
， 対境 界値 に 相 当す る VO2maxfwt を

求 め た と こ ろ，それ らの 値 は 27．6− 29．5ml／kg・min に

分布 して い た ．

　 2）CHD 危険因 子 の 異常値 の 出現率に つ い て まず

31ml／kg・min 以上 群 と未満群 に分 け て比較 した とこ

ろ，両群 に 有 意な差 は認め られ なか っ た．次 い で 35ml／

kg・min 以上 群 と未満群 に 分け て 比較 して も両群 に有

意な差 は 認 め られ なか っ た。さ らに 以上 の 4 群 を比較
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して も全群間 に 有意 な差は認め られ な か っ た．また ，

2 つ 以上 の 異常値 を示す者 の 数が 多 くな る こ と も な

か っ た．以上 の 結果 か ら，飲酒 ・喫煙 習慣 を有 さな い

20歳 前後の女性 に 限 っ て は ，
VO2max ／wt 維持 目標値

は 31ml／kg・min が妥当 で あり ， あえて 35m1／kg　・　min

に 設定する必要 が な い こ とが 示唆さ れ た ．

　今 後，飲酒
・
喫煙習慣 を有する者や ， 肥満者 を多く

含め た場合な ど に つ い て も検討す る 必 要 が あ る と 思 わ

れ た．
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